G enkiLife

WA Endo180 UH-XARY & O—F Ik
A4 04 &S: APRab10461
R BERR D A

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

AL
i

BaFE

RI&

B=FID

SwissProt ID
RER

Al

D9 ¥R S 0—F Ik

SEE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb ¥UX Ty b

IEHIR

HKEIE

I9G

RUsn—+i

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

e

50% &) O—JL, 0.5% (FE5 > /o E, 0.02% Hi% 1 THEEI N £&¢ PBS &,
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:10000-1:20000

167kDa

MRC2

MRC2; CLEC13E; ENDO180; KIAA0709; UPARAP; C-type mannose receptor 2; C-type lectin
domain family 13 member E; Endocytic receptor 180; Macrophage mannose receptor 2;
Urokinase-type plasminogen activator receptor-associated protein; UPAR-asso
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	応用
	抗原情報
	背景
	マンノース受容体C型2（MRC2）ホモサピエンス この遺伝子は、フィブロネクチンII型ドメインと複数のC型レクチン様ドメインを含むマンノース受容体ファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、コラーゲンリガンドの内在化とリソソーム分解を媒介することにより、細胞外マトリックスのリモデリングに関与しています。この遺伝子の発現は、乳がん、神経膠腫、転移性骨疾患など、いくつかの悪性腫瘍の腫瘍形成および転移に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2012年2月]、ドメイン：C型レクチンドメイン3～8は、マンノース、フコース、およびN-アセチルグルコサミンのカルシウム依存性結合には不要です。 C 型レクチンドメイン 2 は、カルシウム依存的に糖結合を担っています。,ドメイン:フィブロネクチン II 型ドメインはコラーゲン結合を媒介します。,ドメイン:リシン B 型レクチンドメインは、2 番目の C 型レクチンドメインと接触します。,機能:カルシウム依存性レクチン活性を示すエンドサイトーシス レクチン受容体としての役割を果たす可能性があります。グリコシル化リガンドを細胞外スペースから内部移行させ、クラスリンを介したエンドサイトーシスを介してエンドソーム区画に放出します。PLAUR/PLAU の細胞外レベルを制御するプラスミノーゲン活性化システムに関与している可能性があり、それによって細胞表面のプロテアーゼ活性を制御している可能性があります。細胞外コラーゲン マトリックスの細胞内取り込み、リモデリング、分解に寄与している可能性があります。癌の進行中だけでなく、コラーゲンのターンオーバーに作用するその他の慢性組織破壊性疾患においても役割を果たしている可能性があります。マトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）と共同して細胞外マトリックスのリモデリングに関与する可能性がある。,オンライン情報：Endo180、PTM：N-グリコシル化、PTM：リン酸化、類似性：1つのフィブロネクチンタイプIIドメインを含む。,類似性：1つのリシンB型レクチンドメインを含む。,類似性：8つのC型レクチンドメインを含む。,サブユニット：I型コラーゲン/COL1A1のC末端領域と相互作用する（類似性による）。PLAUR/UPARおよびPLAU/pro-UPAと直接相互作用して3分子複合体を形成する。コラーゲンVと相互作用する。,組織特異性：脳、胎盤、肺、腎臓、膵臓、脾臓、胸腺、結腸に遍在するが、発現は低い。内皮細胞、線維芽細胞、マクロファージで発現する。胎児の肺と腎臓で高発現しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MRC2抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MRC2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MRC2抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	エンド180ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

